
ひたちなか市水道事業予算のあらまし 

 

本市の水道事業は，市内全域を給水区域とし，令和６年度末の給水区域内人口は１５２，５２０人，給水人口は１４９，２５１人で水道普及

率は９７．９％です。また，給水件数は７３，４６３件となっています。 

 

また，令和７年度の主要な建設改良事業として，管路更新実施計画に基づき，市毛地内の「配水幹線更新事業」，東石川・笹野町・長堀町地内

の「重要給水施設配水管更新事業」及び勝田駅周辺の「配水幹線更新事業」を進めるとともに，東石川・大島・外野地内の「重要給水施設配水

管更新事業」に新たに着手してまいります。 

 

水道事業(公営企業会計)の予算は２種類で構成されています。 

一つ目は，水道料金を主な収入とし，人件費，物件費，減価償却費，支払利息などの営業活動に要する諸費用を支出とする「収益的収入及び

支出」です。 

令和７年度においては，収入が３６億９，３４５万円（前年度当初予算との比較では３．０％減）となっており，水道料金３２億２，３００

万円，加入金１億４，０８２万２千円を計上しています。支出は３５億４，５１５万８千円（前年度当初予算との比較では１．６％減）となっ

ており，人件費３億８，２１３万４千円，県水受水費４億１５５万４千円，動力費（電気料金）２億９２２万円，減価償却費１３億６，０３４

万３千円，支払利息２億１，７９４万２千円を計上しています。 

二つ目は，企業債，工事分担金，国庫補助金などを主な収入とし，建設改良費や企業債の償還金などを主な支出とする「資本的収入及び支出」

です。 

令和７年度においては，収入が１２億２，９９２万１千円（前年度当初予算との比較では３７．８％増）となっており，企業債１０億５，０００万円，

工事分担金１億４，０１３万１千円，国庫補助金８６０万５千円を計上しています。支出は２５億３，５０５万７千円（前年度当初予算との比

較では４０．１％増）となっており，建設改良費１６億１，５１１万円，企業債償還金８億７，４９９万円を計上しています。 

なお，資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１３億５１３万６千円は，減価償却費などの企業内部に留保する損益勘定留保資金等で

補てんします｡ 

 

事業の経営は，水道事業第３期基本計画に基づき，コストの縮減や外部委託などによる経営の効率化を図りながら，健全な財政運営に努める

とともに，水安全計画による水質監視の強化により，安全性と信頼性の確保に努めてまいります。また，市報やホームページを通じ，経営の状

況や水質検査結果などの情報を積極的に提供し，事業の見える化を進めてまいります。 


